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	00_第６回理事会　配席図、出席者名簿
	01_報告事項１_第１号議案 事業報告及び事業計画
	05_報告事項２-１_令和7年度事業報告書
	1. 現5カ年戦略（2021年度～2025年度）
	（１）令和7年度の広島県観光の目標及び目指す姿
	 広島県の定める「安心・誇り・挑戦ひろしまビジョン」及び「ひろしま観光立県推進基本計画」において、令和7年度の観光における目標並びに目指す姿が掲げられている。HITでは、この目標及び目座す姿を達成すべく、「現５カ年戦略（2021年度～2025年度）」に取り組んできた。
	（２）基本戦略
	①　ミッション：団体戦でリピータブルな観光を実現する
	②　戦略の2本柱：「品揃えを増やす」「ファンを増やす」
	ア　戦略1：品揃えを増やす
	 これまでは、2つの世界遺産など限られたメジャーなコンテンツに集客を頼っていたが、観光客の満足度を高めるためには、観光客の数だけ存在する多様なニーズに対して、多様な品揃えでこたえる必要がある。
	 このため、「100万人が集まるコンテンツを1ヶ所整備するのではなく、1万人が集まるコンテンツを100ヶ所整備する」という考えのもと、ロングテールな観光地づくりに取り組んだ。
	イ　戦略2：ファンを増やす
	 従来型のプロモーションでは、一時的には認知度・関心が高まるが、その後下落する「ペンシル型」の構造になりがちであった。
	 このため、広島に好感・愛着を持つ「ファン」を生み、かつファンの愛着度を引き上げることで、広島ファンを持続的に増やす仕組みづくりに取り組んだ。
	（３）目標値と結果
	 令和2年に発生した新型コロナウイルス感染症により、総観光客数や宿泊客数が大幅に減少した。しかしながら、感染症法上の取り扱いが5類に引き下げられた令和5年5月以降、観光客は回復の一途をたどった。また、G7広島サミット（令和5年）、大阪・関西万博（令和7年）、第20回世界バラ会議福山大会2025（令和7年）等の大型イベントの開催が後押しとなり、外国人観光客を中心に順調な伸びとなった。一方、大阪・関西万博の効果は限定的であった。
	 「現5ヵ年戦略（2021年度～2025年度）」における令和7年（2025年）の目標値及び結果（着地見込み）を以下に掲げる。
	出典：広島県観光客数の動向、広島県観光客・宿泊客モニタリング月報、
	「宿泊旅行統計調査」（観光庁）

	「安心・誇り・挑戦ひろしまビジョン」（令和3年度～令和12年度）
	▸ 観光消費額8,000億円
	「ひろしま観光立県推進基本計画」（令和5年度～令和9年度）
	▸ 広島を訪れる皆様が広島を好きになり、「他の人におすすめしたい」と思っていただける観光地となっている
	▸ 環境変化に強い観光産業へ、そして県民一人一人が観光を支える一員となる
	2. 令和7年度全体総括
	（１）取組の成果
	①　観光消費額、過去最高を更新見込み
	 令和7年の総観光客数は令和6年を下回り、約6,344万人となる見込みである。一方、総宿泊者数は好調な外国人宿泊者が全体を押し上げ令和元年を上回るものの、前年（令和6年）をやや下回る約1,170万人泊となる見込みである。観光消費額については、HITの各種施策成果に加え、円安や物価上昇の影響もあり、約6,000億円と過去最高を更新する見込みである。
	②　観光プロダクトの開発と新たな仲間の参画
	 観光プロダクト開発プラットフォーム「HYPP1F 」における各種支援メニューを通じ、170件の観光プロダクトを造成中であり、販売が開始されたものは7件である。また、観光プロダクトのOTA等への登録数はそのうち57件となった。そして、前年度に引き続き、旅行会社等に向けた商談会を開催し、販路開拓を推進した。さらに、開発された観光プロダクトを点から線、面へと広げることを目指し、呉市・尾道市において、二次交通整備、散策時MAP・ガイドブック等の制作、インバウンド向けバスツアーの催行などを行った。
	③　広島県地域通訳案内士の育成・フォローアップ、ユニバーサルツーリズムの推進
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士については、育成研修の合格者数が41名となった。また、登録者数（育成数）は33名で、令和7年度までの累計が386名となり、目標（300名）を上回った。このほか、フォローアップ研修（延べ106人が参加）、観光関連事業者とのマッチングイベント、OJTによるスキル習得などに取り組んだ。
	 鞆の浦（福山市）において、ユニバーサルツーリズム推進のための体制づくり・現地調査や意見交換など、地元関係者と連携した取組を開始した。
	④　広島ファンの増加と地域周遊の促進
	 「Dive! Hiroshima」のPV数2F は対前年99％、UU数3F は同93％と減少となった一方、SNSのフォロワー数はInstagramが同118％、X（旧Twitter）が同110％と増加した。このほか、マスメディアを通した効果的な情報発信に努めた。その結果、SNSでの表示回数は約9,906万回となった。
	 「HITひろしま観光大使」の登録者数が31,757人となり、広島に愛着を持つファンによる発信力が強化された。また、Instagramにおける「＃HITひろしま観光大使」の投稿数（2020年4月からの累計）は約20.4万件、今年度の「＃HITひろしま観光大使」の新規投稿数は約20,000件となった。さらに、ひろしま観光アプリ「KINSAI」の登録者数は39,845人、今年度の新規登録者数は5,769人となったほか、チェックイン機能を活用したスタンプラリーキャンペーンの実施など観光客の県内周遊を促...
	⑤　パートナーとの協働、周遊促進、誘客促進
	 事業者などのパートナーとHITとの連携強化策として、法人CRMプラットフォーム（HubSpot4F ）を導入し、734件の登録を行った。また、主要観光施設へのOTA5F 導入を推進し、公共施設を含む15施設・体験が新たに登録された。さらに観光素材集「旅の素」を制作し、新たな観光資源を中心に情報提供を行った。
	⑥　外国人宿泊者数、過去最高を更新―戦略的プロモーションの成果
	 重点地域でのプロモーションを実施したほか、航空会社、JR西日本、OTAなどと連携し、広島県への短期的／中長期的な誘客につながる情報発信を効果的に実施した。これらの取組により、令和7年の県内の外国人宿泊者数は約212万人泊（速報値）となり、過去最高を記録した。 また、在広外国人等のリアルイベント参加、Facebookへの記事投稿等を行った結果、Facebookコミュニティ登録者数が約44,010人となった。
	⑦　DMP6F リニューアルに伴うデータ活用の推進、外部連携の強化
	 観光基礎データ（観光消費額、観光客数、観光客満足度など）に関する観光統計調査を継続的に実施し、「Dive! Hiroshima」にて可視化した。また、HIT内外でデータ活用に向けた勉強会を実施し広島県の観光状況の共有を進めるとともに、人流データの取得・分析などで外部組織（NTTドコモビジネス）との連携を強化した。
	⑧　組織基盤の強化と職場環境の整備
	 職員の配置計画に基づき採用活動を行い、必要な人員を確保した。また、全職員が採用プロセスに関与するスキームを策定し、人材育成にも寄与した。さらに、事務所移転に伴う事務手続き等を着実に実行した。
	（２）課題
	①　各プラットフォームの連携と実効性の向上が必要
	 観光プロダクトの創出を支える「HYPP」、自走的な情報発信を促す「HITひろしま観光大使」、事業者と観光客をつなぐひろしま観光アプリ「KINSAI」の運用など、各プラットフォームの仕組みは整備されてきた。その一方で、これらの連携が不十分であるため、有機的な連携を図り、観光客の来訪につながる実効性のある施策へと発展させる必要がある。
	②　観光客の行動を後押しする情報や環境整備の不足
	 観光客の満足度向上を目指し、多様化するニーズに対応した多種多彩な観光プロダクトの開発や、ユニバーサルツーリズム推進など誰もが快適に過ごせる受入環境の整備に取り組んでいる。しかし、こうした情報を観光客の欲しいタイミングや知りたい切り口で提供する編集的観点や仕組みが十分に整っていないことに加え、観光地の環境整備に向けた課題も多い。その結果、観光客の広島観光への行動を後押しできず、来訪や周遊の機会を逃している可能性がある。
	③　組織内連携の不足による共感を生む働きかけが不十分
	 HITの事業部間の連携を図り、またセールスツール「HubSpot」を導入することで、業務の重複解消やパートナー等への効率的なアポイントを推進しているものの、まだ不十分であり、共感する事業者やパートナーを広げにくい状況となっている。今後も引き続き、事業部間の連携を強化し、情報を一元化することで、HITの戦略や取組みの全体像を伝え、県域一体となって観光振興を推進する「団体戦」の体制を構築する必要がある。

	1. 魅力づくり
	（１）目的
	 多様な観光客のニーズに対し多様な品揃えで応え、広島を訪れる観光客に期待値を超える満足を提供する。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　観光プロダクト開発プラットフォームの運用
	 観光プロダクト開発プラットフォーム（HYPP）において、専門家や、県内各地に配置したエリアパートナー、今年度より事業の進行管理を行うため設置したプロダクト造成管理チームにより、次の取組を実施し、新たなプロダクト開発事業者の発掘に加え、プロダクト開発を支援する機能の充実・強化を図った。
	- 事業者交流イベントの開催（HYPP Café）
	- プロダクト開発ワークショップの開催
	- プロダクト開発のための知識の習得に向けたリレーセミナーの開催
	 この他、専門家による伴走支援、観光プロダクト開発促進補助金による支援、OTA登録支援のほか、クルーズ船・旅行会社等のニーズに応じたプロダクト開発を行った。
	≪専門家≫
	≪エリアパートナー≫
	 県内各地に配置されたエリアパートナーが開催した「HYPP Café」を通じ、新たな事業者を発掘するとともに、事業者同士の交流による意欲向上を促進した。また、ワークショップへの参加により、新たなプロダクトの造成が進んだ。
	≪HYPP Café開催実績≫
	イ　観光プロダクト開発促進補助金
	 HYPPで生まれた商品アイデア等の具現化を後押しするため、資金支援を必要としている事業者にプロダクト開発のための補助金を交付した。
	 補助金交付にあたっては、専門家による事前相談、伴走支援、HITひろしま観光大使による体験モニターを実施し、プロダクトの企画段階からHITひろしま観光大使等の意見や評価を開発に反映させるなど、カスタマーニーズを踏まえたプロダクト造成につなげた。
	≪採択一覧 – 一次募集≫
	≪採択一覧 – 二次募集≫
	ウ　テーマ・エリア別プロダクトの開発
	 広島ならではの観光資源を活かし付加価値の高いプロダクトの開発に取り組んだ。また、「食」に関連するプロダクトには、「おいしい！広島プロジェクト7F 」と連動したプロモーションにより認知度向上を図った。
	 広島市に来られる観光客の周遊促進を図るため、呉及び尾道地域への観光を喚起するバスツアーやガイドブック・マップ制作などの取組を試験的に始めた。
	エ　その他の取組
	 県内の観光事業者と旅行業者、ホテル等との交流・販路拡大を深めるため、「広島観光商品展示商談会」を令和8年2月25日に広島産業会館で開催した（出展者64、来場者406人）。
	 広島の未来を共に創る担い手を増やし、地域イノベーションを促進するため、県内の企業、行政、NPO、HIT職員が参加する「つなげる30」の取組を実施した。本事業では、解決すべき社会課題（自己実現ができる会社、社会づくり、生きづらさを解決するためのサードプレイスづくりなど）を設定し、約30人の協働により、当事者として対応できる人材育成を行った。
	②　取組の成果
	 各種取組を通じて、現時点で170件の観光プロダクトが造成中で、販売が開始されたものは７件となっている。
	 観光プロダクトのOTA等への登録数は、現時点で５７件となっており、年度末には目標100件を達成する見込みである。
	③　次年度に向けた課題
	 専門家による伴走支援やワークショップについては、事業者がプロダクト造成の手法を習得するうえで効果が高く今後も効率的に行えるよう、実施方法を検討する必要がある。
	 体験モニターの実施など、事業者の体制を整える段階までに至らないので、目標達成に向けて取組を開始する意欲ある事業者を確保する必要がある。
	 観光プロダクト開発促進補助金については、例年より早く4月から募集し、7月には造成を開始したことから、例年より早いペースで造成が進みつつある。今後も、このようなスケジュール感での取組が求められる。
	 これまでのプロダクト開発により、県内各地で様々なプロダクトが生まれつつあるものの、各事業者による「点」の取組にとどまっている。また、観光客の満足度をさらに高めるため、今年度から、呉市・尾道市のエリアを「線」「面」で観光客が訪れることができるよう、バスツアーの造成や商店街の活性化につながる取組、散策できるマップの作製などに取り組み始めたものの、道半ばの状態である。

	2. 受入環境整備
	（１）目的
	 観光客にストレスフリーな旅行環境を提供することにより、広島を訪れることによる観光客の満足度を高め、「もう一度来たい」と思う観光客を数多く生み出す。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　広島県地域通訳案内士の育成・フォローアップ
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士について、質の高い通訳ガイドの養成に向けた育成研修を実施した。また、実践的なガイドスキルや稼働率の向上に向けたフォローアップ研修、観光関連事業者等とのマッチングイベント、OJTによるスキル習得の取組を行った。加えて、ひろし・みやこ同盟9F の一環として、通訳ガイドを接点とした広島-京都間の相互誘客を目的とした広島県と京都市の地域通訳案内士の交流企画を実施した。
	イ　多様な観光客の需要に対応する取組
	 障がいのある方の旅行を支援するため、昨年度ユニバーサルツーリズムの特設サイトを開設し、対応施設の情報や、車いすで巡る観光モデルコースの紹介動画などを掲載しており、今年度は、観光施設の情報の充実を図った。
	 また、鞆の浦（福山市）において、ユニバーサルツーリズムを推進する体制づくりや、まち歩きマップの制作、宿泊施設における入浴介助支援などの取組を、障がい者の方の参加を得て開始した。
	②　取組の成果
	 地域通訳案内士は、育成研修の合格者数が41名となった。また、登録者数（育成数）は38名で、令和7年度までの累計が382名となり、目標（300名）を上回った。
	 地域通訳案内士の稼働向上を図るため、フォローアップ研修（延べ138名が参加）を行うとともに、はじめてガイドを行う方等を対象に、先輩ガイドとの交流や、クルーズターミナルに訪れる外国人に対するガイドツアーへの同行（8回39名参加）等を実施した。
	 Dive! Hiroshimaにユニバーサルツーリズムの特設サイトを開設しており、今年度は観光スポットの掲載を充実させた。
	- 　URL：「安心して楽しめるひろしまの旅にでかけよう！」
	（https://dive-hiroshima.com/special/hiroshima-universaltourism/）
	 鞆の浦（福山市）でユニバーサルツーリズムの取組を始める機運が高まり、地元の住民と連携した体制づくりを進めた。
	③　次年度に向けた課題
	 地域通訳案内士の稼働率向上に向けた取組を、引き続き進める必要がある（目標６割、令和7年実績56％）。
	 外国人観光客の増加等を踏まえたユニバーサルツーリズムの取組として、ベジタリアン対応の飲食店や障害者・高齢者、乳幼児連れ等に配慮した施設の情報量を増やし一元的に発信する仕組み等を導入し、多様な観光客がストレスなく観光できる受入環境整備を整える必要がある。

	3. 広島ファンの増加（国内：メディアプロデュース）
	（１）目的
	 広島に愛着を持つファンが持続的に積み上がる仕組みを構築し、ファンを通じて他者認知（口コミによる拡散）や、周遊及び再来訪を促進する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　旬の情報発信やキャンペーンによる来訪・周遊促進
	 観光地としての広島県の認知・理解を高めるため、オウンドメディア（Dive! Hiroshima、SNS（Instagram、Ⅹ）等）の運用やマスメディアとのタイアップ、「おいしい！広島プロジェクト」や「ひろしま国際建築祭2025」等の大型イベントと連携したコンテンツ（特集・モデルコース）作成により、旬の観光情報を効果的に発信した。また事業部横断の「編集会議」を設置し、組織として一貫性のある発信を行った。
	≪Dive! Hiroshima≫※令和8年2月28日時点
	≪SNS≫※令和8年2月28日時点
	≪マスメディア≫
	 広島県観光アシスタント「広島きんさいと」を新たに2名選出し、各地のイベント等に派遣し、広報活動を行った。
	イ　県域のCRMプラットフォーム（ひろしま観光アプリ「KINSAI」）の開発と運用
	 令和7年6月に多言語（英語・繁体字中国語）翻訳機能をリリースした。これにより、英語・繁体字中国語ユーザーにもHIT及び観光大使をはじめとした県内ユーザーからの情報が届けられるようになった。
	 令和8年2月にユーザーの利便性向上のため、観光大使に質問依頼が届く回答リクエスト機能、質問者から回答者にお礼を送ることができるベストアンサー機能、スタンプラリー達成時に即時にアプリ上で告知する機能などをリリースした。
	 新機能の開発に加え、ユーザー活性化に向けたメールマガジン・ユーザー抽選などの運用や、Webマーケティング、サンフレッチェ広島との協業などを通じて、登録者の募集活動に取り組んだ。
	 KINSAIのチェックイン機能を活用した周遊促進として、複数のスタンプラリーキャンペーンを実施した。
	ウ　HITひろしま観光大使の登録促進と活動機会の創出
	 各種イベントにおける募集活動や、企業や学校等を通じた団体登録促進の取組を実施した。
	 登録を促進するための、登録フォーム並びに運用フローの見直しを実施。ユーザーがより登録しやすく、なお且つ管理業務効率化やWeb3技術の活用を見越したDB管理を行うべく、新たな運用フローを検証。現状DBのクレンジング業務も並行して実施している。
	 県内小学校（牛田新町小学校、吉島東小学校など）の総合学習と連携した、こども目線で観光を考えるプロジェクト「#がっこうでかんこう」を実施。学校側のニーズである①学びによる地域貢献②活動の可視化 を満たせるようパッケージ化。(A：オリジナル授業B：名刺・任命状授与のみ)広島県の新たな魅力発掘やオーバーツーリズム問題などの学習を通じてシビックプライド醸成に繋げた。また、HP掲載や各種メディア連携を図ることで、HITひろしま観光大使に関する情報を効率的に発信した。
	 新規登録促進及び既存大使の活動量UPを目的とした連動施策を実施。Instagramでの#投稿キャンペーンに参加したユーザーへ、アンバサダーの活動を讃えるイベント（HIT AWARD ２０２５）の周知を実施。またキャンペーン入賞者に対しては同イベント内で表彰するなど、一貫したコミュニケーションで、新規登録から活動量UPを促すための連動施策を企画・検証した。
	 HITひろしま観光大使の認知度向上と親近感の醸成を図るため、HITひろしま観光大使のシンボルである「ひろくま」が、各種イベントやSNS公式アカウント（総フォロワー：10万人突破）等で広報活動を行ったほか、広島県が行う「おいしい！広島」との連携事業として、広島の様々なグルメが描かれた「ひろくま切手」を販売した。
	他42件
	 おそらく”世界初”と考えられる人型映像のAI観光大使をNTTドコモビジネスが開発し、宮島口の観光施設etto にて多言語観光案内の実証実験を実施した。
	 オウンドメディアを中心とした発信であるため、情報の受け取り手が限定的である。
	 KINSAI独自開発及び利用拡大への費用/人的リソースが共にひっ迫。改善・拡張のスピードが追い付かず、利用者利便性が向上せず。
	 HITひろしま観光大使の周知が不足しており、登録者数が伸びていな。また、大使に求めることや制度の設計が不明確であるため、登録した大使の活動も限定的である。

	4. 広島ファンの増加（国内：セールス）
	（１）目的
	 広島県全体の観光振興につながる「団体戦」の体制を構築し、広島県の観光地としての認知度向上などに資するパートナーとの協働を推進する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　「団体戦」体制の構築に向けた基礎作り
	パートナーと連携した企画の進捗状況を可視化し、協議などから得た知見を蓄積・一元管理するため、法人CRMプラットフォーム（HubSpot）の利用を開始し、市町や事業者等のパートナーとの信頼関係に基づく協働が推進できる体制を構築している。
	イ　周遊促進に向けたOTA登録の推進
	 複数のOTAと連携し、15の観光施設のOTAへの登録を推進することにより、広島県内の周遊促進につなげるための協働を行っている。
	 Dive! HiroshimaなどHITのオウンドメディアに掲載している観光情報について、観光客の興味関心を高め、県内周遊につながるようリバイスを進めるなど、パートナーなどへの個別訪問での説明を通じて情報拡充を図っている。
	ウ　地域の観光素材を活用した誘客促進
	県内市町などが有する観光資源やＨＹＰＰで造成した観光コンテンツの情報を集約し、BtoBプロモーションに活用する観光素材集「旅の素」を制作し、旅行会社との商談会などで情報提供を行い、旅行商品造成への働きかけを実施している。
	 HIT内での円滑な情報共有を通じて、「オール広島」での観光振興の基盤整備を促進した。
	 観光地としての広島県の魅力を訴求するために、パートナーなどが実施する取組とHITの施策を連動させ、広島県全体としてより効果的な観光振興につなげる必要がある。
	 広島県への誘客促進のため、オウンドメディアの情報拡充やOTAに登録されている広島県内の観光施設や体験型コンテンツを更に増やしていく必要がある。また、広島の観光地としての魅力発信や予約・来訪に伴う口コミなどについて、OTA上での情報の充実が不十分な状況である。
	 関連団体との連携による誘客促進を引き続き強化する必要がある。

	5.  広島ファンの増加（海外：セールス）
	（１）目的
	 重点市場と位置付けている香港、シンガポールなどからの誘客拡大に向け、「日本に来たら必ず行くべき観光地」としての認知を拡大し、令和7年に外国人宿泊者数320万人泊を達成する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　航空会社、JR等との連携施策による周遊促進
	 航空会社と連携し、個人旅行客に向け、発地－羽田・成田空港－広島空港間の航空券の割引キャンペーンを実施している。また、団体旅行向けとして、宿泊と航空券をセットにした商品を旅行会社経由で販売している。さらに、将来的な来訪増に向けて、各連携事業体のウェブサイトに広島特集ページ等を設置し、訪日関心層等に向けた広島の認知向上にも取組んでいる。
	 広島空港直行便を活用した来訪増に向け、航空会社及び広島空港振興協議会と連携し、オンライン広告等の取組を強化している。
	 JR西日本及びJR東海と連携し、JR周遊パスチケットや個札チケット、アクティビティの販売力があるOTA（オンライン旅行会社）のKlookにおいて、広島県のコンテンツをJRチケットと組み合わせて販売することで、関西・福岡・首都圏からの誘客及び県内周遊を進めている。
	イ　ＯＴＡ（オンライン旅行会社）を活用した誘客促進と情報発信
	 欧米豪の旅行者の利用率の高いOTAと連携し、各連携事業体のウェブサイトに広島特集ページ等を設置し、東京、京都に関心のある層を主なターゲットとした特集ページに誘導する広告を実施することで、広島への誘客促進を図っている。特に、日帰りで訪問可能な2つの世界遺産に加え、各市場の嗜好に合わせた県内各地の魅力（ドライブ周遊、ご当地グルメなど）を発信し、宿泊増につながる取組みを実施した。
	 アジア、北米エリア等において、JR周遊パスチケットや個札チケット、アクティビティの販売力があるOTA（オンライン旅行会社）のKlookと連携し、JRチケットと組み合わせたエリア周遊商品14F の「Klook PASS HIROSHIMA」を販売し、関西・福岡・首都圏からの誘客及び県内周遊を進めている。「Klook PASS HIROSHIMA」は、エリア周遊パス商品としては、東京に次ぐ売り上げとなっている。
	ウ　在広、在日外国人による口コミ施策の展開
	 BtoC向け旅行博に出展し、広島県の魅力発信やHITひろしま観光大使のシンボルである「ひろくま」を活用したプロモーションを実施した。
	 BtoC向け旅行博に出展し、広島県の魅力発信を行うとともに、ニーズの把握など市場調査を実施している。
	 BtoB向け旅行博に出展し、現地旅行会社との商談などにより広島への来訪ルートを組み込んだ旅行商品造成を協議。
	 航空会社（チャイナエアライン）、広島空港振興協議会と連携してBtoC向け旅行博に出展し、４月からより台湾の方が利用しやすいダイヤとなった広島－台北便を活用した広島旅行の情報発信を行った。
	 広島情報の発信や、メンバー同士の情報交換の場として、台湾・香港・シンガポール向けのSNSコミュニティを運営し、広島ファンの拡大を図っている。
	 SNSなどで発信力を持つ海外インフルエンサー（KOL15F ）、海外旅行会社、新聞社、雑誌社を対象にFAMトリップを実施し、観光地としての広島の認知拡大、広島ファンづくりを行っている。
	 Klookが主催するイベント「Kreatorverse（クリエイターバース）２０２５」を広島に誘致し、情報発信力の高いインフルエンサー１２0名以上が世界15か国から来広した。インフルエンサーは、県内各地を巡り、平和文化や世界遺産、瀬戸内の自然や食などを体験・取材し、その様子をSNSで発信することにより、若い世代へ広島の認知拡大、広島ファンづくりやOTAを通じた旅行予約を促進した。
	 関西・福岡・首都圏からの誘客を図るため、関係団体との連携を強化する必要がある。
	 ２つの世界遺産以外のエリアへの周遊促進や宿泊増に向け、２つの世界遺産プラス１の情報発信の取組みを強化していく必要がある。
	 プロモーションだけに依らず、口コミ等の拡散により外国人旅行客を増やしていく持続的・自走的な情報拡散へとつなげる取組みが必要である。

	6. マーケティング
	（１）目的
	 観光に関するデジタルデータの分析等を通じて、多様化する観光客のニーズや観光を取り巻く環境変化を把握し、観光施策に反映する。
	 得られたデータをパートナーと共有し、県域において一体的に観光施策を実施するための仕組みを構築して、リピータブルな観光地づくりにつなげる。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　戦略・施策へのデータ活用
	 「ひろしま観光立県推進基本計画」等において指標となっている観光消費額、観光客数、観光客満足度等の観光基礎データに関する観光統計調査を実施した。収集した基礎データはひろしま公式観光サイト「Dive! Hiroshima」の統計ページにDMPを整備し、可視化・公開した。
	≪観光統計調査の実施実績≫
	 事業進捗を確認し、改善へと繋げるため、毎週HIT内で可視化した週次データを用い、モニタリング会議を実施した。
	 データの活用を進めるため、観光統計調査では把握しにくい消費行動データ等の収集に向けて、ビッグデータを有する企業（株式会社リクルート、株式会社NTTドコモ）と連携協定を締結している。ドコモとは、KINSAIアプリで対象店舗にQRチェックインをすると特典が得られる「おトクにはしご酒」キャンペーンの実施で連携した。  リクルートからは、じゃらんの宿泊・遊び体験の予約等のデータやキャッシュレス決済データをダッシュボードで提供してもらい、データ分析に基づくセールス事業部の施策に役立てている。
	 本年度は新たにNTTドコモビジネス・早稲田大学との協働で、ビッグデータを活用した分析を通じて、マーケティングに活かす実証実験を開始し、インバウンド観光客を対象にした人流分析・ソーシャル分析を実施の他、国内観光客を対象として人流分析、ひろしま観光大使のSNS投稿と活動分析を継続している。また宮島口の観光施設etto にて、AIを搭載した人型映像「デジタルヒューマン」を用いた多言語観光案内を試行的に行った。
	 実務に活かせるデータ活用方法の浸透を目指し、従来実施している市町等向け勉強会を6回開催した。
	≪市町等を対象にした勉強会の実施実績≫
	イ　外部連携推進
	 リクルート・NTTドコモ・NTTドコモビジネス×早稲田大学との連携に加えて、京都市観光協会（DMO KYOTO）とのガイド研修事業を継続するほか、安田女子大学とは、観光課題解決に向けた取組の検討を継続している。
	②　取組の成果
	ア　戦略・施策へのデータ活用
	 観光統計の調査やデータ収集を計画通り実施し、収集したデータをDMPで公開することで、広島県の状況を客観的に把握することにつなげた。
	 市町や観光協会・地域DMOに対しては、データの活用に向けて外部講師や県内DMOの活用事例、分析事例を交えながら勉強会を開催したほか、随時寄せられる統計・データに関する問合せへの対応を行った。
	イ　外部連携の推進
	 NTTドコモビジネスとの連携を通じ、AIを搭載した人型映像「デジタルヒューマン」を用いた多言語観光案内を試行し、将来的な可能性を確認することができた。また、国内観光客を対象とする人流分析、ひろしま観光大使のSNS投稿と活動分析を継続実施している。さらに、来年度以降の施策形成を見据え、インバウンド観光客を主な対象とする人流分析・ソーシャル分析を行い、市町訪問を通じてデータの共有や意見交換を行っている。
	③　次年度に向けた課題
	 効果的な施策の立案、実施・効果検証のため、より多様なデータを確保する必要がある。また、データの解釈や読み取り方を深化させていくことに加え、HIT内に限らず、市町・観光協会・DMOや観光関連事業者における更なるデータ活用を促進する必要がある。
	 外部連携については、これまでの取組を総括し、連携効果を検証する必要がある。
	 市町や観光協会等関係各所と連携を強化するとともに、広島県の総合計画やひろしま観光立県推進基本計画の改定状況等を踏まえながら、次期５カ年戦略を策定・推進する必要がある。

	7. 会員サービス
	（１） 目的
	 観光関連情報を収集し、会員に共有するとともに連携を強化
	（２） 令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　会員への情報提供
	 国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望する情報等について、会員宛のメールを通じて随時情報提供した。
	イ　観光関連団体等の主催する会議への出席
	 市町及び観光関係団体が行う会議等に参加し、意見交換や情報交換を行い、連携して観光振興に取り組んだ。
	ウ　観光事業等の後援・協賛
	 観光関係団体が行うイベント等の観光振興事業について、後援・協賛を通じて支援した。
	②　取組の成果
	 HITと会員の取組内容等を相互に共有することで、オール広島での観光振興に向けた機運を醸成した。
	③　次年度に向けた課題
	 会員数の維持・増加に向け、会員サービスの向上が必要である。

	8. 管理費
	（１） 目的
	 個々の持てる力を最大限発揮できる職場環境の構築により、HIT全体の組織力を強化する。
	（２） 令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　新たな人事制度
	 各職員に求められる役割を明確にした「ミッショングレード」の設定とミッショングレードに連動した評価制度などの運用を、引き続き実施している。
	 職員のスキルアップや組織としての成長を図るため、研修を引き続き実施するとともに、新たにHITミッション・バリューの浸透やAIの動向と活用をテーマとした研修を実施した。
	イ　中長期でHITを支える人材確保
	 人事異動に左右されないナレッジの蓄積に向けて、また、宿泊税を活用した施策の業務量増に対応するため、採用計画を策定し、採用活動を実施した。
	 採用活動の一環として導入しているビジネスSNSへ、全メンバーによるストーリーを掲載した。
	ウ　本来業務への傾注に向けた時間創出
	 昨年度改善したマニュアル等に基づき、新規採用職員への研修を行い、早期の業務理解度の促進を図っている。
	 管理部門の定型・定例業務を対象にBPR16F を実施し、導き出された改善提案を基に翌年度以降の業務改善を検討する。
	エ　働きやすい職場づくり
	 アンケート調査を実施し、職員が抱く不安やニーズを洗い出し、改善策を実施した（定例ミーティングや面談を活用したフィードバック機会の提供、オンライン・オフラインを併用したコミュニケーションの活性化、職員・マネジメント層への研修等）。
	 事務所の退去期限が1年後に迫る中、令和8年度中の移転可能な物件の選定を進めるとともに、移転の準備に着手した。
	②　取組の成果
	 職員の配置計画に基づき採用活動を行い、必要な人員を確保した。
	 全職員が採用プロセスに関与するスキームを策定し、人材育成にも寄与した。
	 事務所移転に向け、現在の面積と同規模の移転先を決定し、物件の所要者と合意した。
	③　次年度に向けた課題
	 採用活動や人材育成、各種事務の標準化・体系化などを含め、引き続き組織力を強化するための取組を継続する必要がある。
	 定型・定例業務へのデジタルツールの活用拡大など、事務作業の簡素化を中心とした時間創出に取り組む必要がある。
	 新事務所への移転等を含め、より良い職場環境づくりに向け、引き続きメンバーのニーズを定期的に聴取し、改善策を実行する必要がある。

	9. 理事会・総会の開催状況

	05_報告事項２-２_現5カ年戦略の総括
	04_議案１_令和８年度事業計画書
	１. 令和８年度全体方針
	（１）次期５カ年戦略について
	 観光地としての魅力を高めるとともに、観光に係る課題解決に向けて各種施策を推進するため、本年４月から宿泊税の徴収が開始される。
	 一方で、令和８年６月の策定を目途に、広島県の総合計画「安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン（R３～12）」の改定作業が進められている。
	 さらに、HITの活動指針となる「ひろしま観光立県推進基本計画（R５～9）」の改定作業も本年中に着手される。
	 こうしたことを踏まえ、観光を広島の主要産業に育てるためには、総合計画等の県の基本方針のもと、広島県観光連盟が司令塔的な役割を果たし、市町や観光協会・地域DMO等と連携したオール広島で観光振興に取り組むことが重要であることから、県における計画の改定の議論等を踏まえながら、次期５カ年戦略を検討する。
	（２）令和８年度の基本方針について
	 当面の間、これまでの取組の成果や課題を踏まえ、県内各地域の観光地としての魅力を更に高めるとともに、県内各地域への周遊を促進するため、新規事業・拡充事業には宿泊税を活用し市町や観光協会等と連携しながら、「①磨く」 → 「②つなぐ」 → 「③伝える」　→　「④届ける」を基本方針に、次の４つの柱で取り組む。
	① ブランド価値の向上につながる魅力づくり
	② 誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備
	③ 広島ファンの増加
	④ ３つの柱を支える土台づくり
	 なお、県の各計画の改定作業の過程において、施策の方向性に変更が生じた場合や、新たに取り組むべき課題が生じた場合は、事業内容を適切に見直すこととする。
	（３）主な施策と予算額
	①　ブランド価値の向上につながる魅力づくり　157,891千円（うち宿泊税65,000千円）
	目　的：県内全域への周遊を促進していくため、令和８年度においては、県内各地域の自然や食、文化など多彩な地域資源を活用した魅力づくりや高付加価値化、主要観光地からの周遊ルートの形成などに市町やDMO等と連携して取り組む。
	■主な施策
	 観光プロダクト開発プラットフォーム（HYPP）において、県内各地に設置したエリアパートナーとともに、地域の魅力向上に資する観光プロダクトの開発販売に向けた支援と磨き上げ等を行う。
	 HYPPで生まれたアイディアを具現化するため、資金支援を必要としている事業者に対してプロダクト開発のための補助金を交付するとともに、専門家による相談、伴走支援、観光大使による体験モニターを実施する。
	 地域の観光資源を生かし、本県でしか得られない価値を、歴史や文化、自然、産業などのテーマやストーリーで繋いだ周遊ルートの形成及び情報発信、販路拡大を実施する。【新規（宿泊税）】
	 主要観光地から周遊を促進し、滞在時間の延長等につなげるため、選定エリアにおいて市町等と連携して観光地の魅力向上に繋げるための計画を作成し、計画に基づく取組を支援する。【新規（宿泊税）】
	②　誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備　228,767千円
	（うち宿泊税129,835千円）
	目　的：県域全体で行うべき広域的な施策や将来の二次交通の充実化に向けた取組など、ソフト・ハード両面から受入環境の充実を図る。
	■主な施策
	 飲食店やホテルにおいて、ベジタリアン・ヴィーガンをはじめとした食の多様化に対応できるよう、研修会及びメニューの新規開発を支援する。
	 広島を訪れる観光客の満足度を高めるとともに、高齢者や外国人、障害者を含めたすべての観光客が楽しめる観光地を目指し、宿泊施設や観光施設等のユニバーサル化などを支援する。【新規・宿泊税】
	 キャッシュレス決済の導入など、観光施設・宿泊施設等のＤＸに資する施設整備を支援する。【新規（宿泊税）】
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士について、現在の対象言語を拡充し、ニーズに応じた通訳ガイドを育成する。
	【拡充（宿泊税）】
	 地域通訳案内士の稼働率を高めるため、活動に意欲があるものの、現場経験がなく活動をためらっている地域通訳案内士に向けて、OJTを中心とした研修の実施する。
	 【新規（宿泊税）】
	 広島の魅力を外国人観光客に伝えるため、神楽や日本酒など県内各地にある伝統文化・自然などの魅力や体験型コンテンツを案内できるガイドを育成【新規（宿泊税）】
	 今後の二次交通施策の立案に向けて、市町やバス・タクシー・レンタカー・フェリー等の交通事業者へのヒアリング調査等を実施する。【新規（宿泊税）】
	③　広島ファンづくり　　506,216千円　（うち宿泊税146,286千円）
	目　的：観光消費額の増加に向けて、マーケティングに基づき、観光客の増加や新たな市場を含む外国人観光客の更なる誘客に取り組む。
	■主な施策　［国内］
	 観光地としての広島県の認知・理解を高めるため、オウンドメディア（観光HP、SNS（Instagram、X）等）の運用やマスメディアとのタイアップ等により、旬の観光情報を効果的に発信する。
	 HITひろしま観光大使の活性化により、広島の観光情報の拡散を図る。
	 伸び悩む国内観光客の誘客に向けて、特に回復の遅れている近隣県・関西エリアからの誘客を図るため、来訪者の主な移動手段である自家用車や鉄道利用者をターゲットに、交通関連事業者及びオンライン旅行会社等と連携したプロモーションを実施する。【新規（宿泊税）】
	■主な施策　［海外］
	 重点市場における商談会や旅行博等の現地イベントへの出展、航空会社や海外オンライン旅行会社と連携したプロモーションを実施する。
	 関西、福岡及び首都圏からの流入率の増加に向けた、交通事業者（鉄道・航空）や県域を越えたDMOなど観光団体と連携したプロモーションを実施する。
	 口コミや訪問先のレビュー掲載を促すなど、インフルエンサーや在広外国人を対象としたFAMツアーを実施する。
	 訪日数の伸び率や広島への訪問率・日帰り率などが高い国を新規市場に位置付け、オンライン旅行会社と連携したプロモーションや現地イベントへの参画などのPR等を実施する。【新規（宿泊税）】
	④ ３つの柱を支える土台づくり　　205,887千円（うち宿泊税119,083千円）
	目　的：観光人材の育成・確保、経営改善への支援や、人流データを活用したマーケティングの強化などに取り組む。
	■主な施策
	 「広島県の観光客数の動向」や「広島県観光地点パラメータ調査」などの基礎調査を継続実施し、観光戦略や個別施策に必要なデータの収集と活用を促進する。
	 観光客の期待を超えた満足度の高いサービスを提供に向けて、宿泊・交通・飲食等の団体が主催するホスピタリティ研修に対して、経費の一部を支援する。
	【新規（宿泊税）】
	 頻発する災害へ備え、観光レジリエンスセミナーなどの事業継続に向けた研修の開催　【新規（宿泊税）】
	 市町や観光協会等のニーズを踏まえた観光客の人流データの入手・行動分析等を行い、市町等共有するとともに、観光客の誘客、県内周遊に向けた施策の立案・実施・検証に活用する。【新規（宿泊税）】
	⑤ 会員サービス　6,498千円
	目　的：観光関連情報を収集し、会員に共有するとともに連携を強化する。
	■主な施策
	 国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望する場合など、メールなどを利用した情報発信を行う。
	 市町や観光関係団体が主催する各種行事・会議等へ参加し、意見交換や情報交換を行う。
	 会員、観光関連団体が行う観光振興事業について、後援・協賛を通じて支援する。
	⑥ 管理費　217,２０１千円
	目　的：職員の個々の持てる力を最大現発揮できる職場環境に構築による組織力強化
	■主な施策
	 定型・定例業務へのRPA１の拡大、BPR２の実施とBPO３を検討する。
	 多くの職員が関与した職員採用を実施する。
	 「ミッショングレードに応じたオンライン研修、個々の職員がスキルアップを目指して取り組む任意研修を実施する。
	 アンケート等を通じた職場環境を改善する。
	 いよぎん広島ビルへ事務所を移転する。【新規】
	Robotic Process Automationの略で、ロボットによって業務を自動化できるシステムのこと。
	２ Business Process Re-engineeringの略で、業務プロセスを抜本的に見直し、再構築することで業務効率化や生産性の向上を目指す業務改革の手法のこと。
	３ Business Process Outsourcingの略で、業務プロセスの一部を、企画・設計から実施まで含めて外部に一括して委託すること。
	⑦ 協議会　11,710千円４　注）予算額は４つの柱の内数
	ア　広島県観光ボランティアガイド協議会　620千円（総事業費1,490千円）
	ボランティアガイド又は有償ガイドとして活動する２９団体、７９２名で構成される組織の事務局運営
	イ　DISCOVER　WEST連携協議会　5,000千円（総事業費30,000千円）
	中国５県とJR西日本が連携し、首都圏から西日本エリアへ東海道新幹線を活用した誘客施策を実施
	ウ　ひろしま雪山誘客促進協議会　7,300千円（総事業費13,000千円）
	スキー場を有する自治体と連携し、冬季誘客プロモーションやイベントを実施
	エ　広島県・島根県観光連盟協議会4,400５千円（総事業費8,900千円）
	広島・島根両県の相互誘客に向けたプロモーションを実施
	４ 予算額は４つの柱の内数である。
	５ 広島県・島根県観光連盟協議会への負担金は、広島県が負担しているため、予算額に含まない。
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	１. 令和８年度全体方針
	（１）次期５カ年戦略について
	 観光地としての魅力を高めるとともに、観光に係る課題解決に向けて各種施策を推進するため、本年４月から宿泊税の徴収が開始される。
	 一方で、令和８年６月の策定を目途に、広島県の総合計画「安心▷誇り▷挑戦　ひろしまビジョン（R３～12）」の改定作業が進められている。
	 さらに、HITの活動指針となる「ひろしま観光立県推進基本計画（R５～9）」の改定作業も本年中に着手される。
	 こうしたことを踏まえ、観光を広島の主要産業に育てるためには、総合計画等の県の基本方針のもと、広島県観光連盟が司令塔的な役割を果たし、市町や観光協会・地域DMO等と連携したオール広島で観光振興に取り組むことが重要であることから、県における計画の改定の議論等を踏まえながら、次期５カ年戦略を検討する。
	（２）令和８年度の基本方針について
	 当面の間、これまでの取組の成果や課題を踏まえ、県内各地域の観光地としての魅力を更に高めるとともに、県内各地域への周遊を促進するため、新規事業・拡充事業には宿泊税を活用し市町や観光協会等と連携しながら、「①磨く」 → 「②つなぐ」 → 「③伝える」　→　「④届ける」を基本方針に、次の４つの柱で取り組む。
	① ブランド価値の向上につながる魅力づくり
	② 誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備
	③ 広島ファンの増加
	④ ３つの柱を支える土台づくり
	 なお、県の各計画の改定作業の過程において、施策の方向性に変更が生じた場合や、新たに取り組むべき課題が生じた場合は、事業内容を適切に見直すこととする。
	（３）主な施策と予算額
	①　ブランド価値の向上につながる魅力づくり　157,891千円（うち宿泊税65,000千円）
	目　的：県内全域への周遊を促進していくため、令和８年度においては、県内各地域の自然や食、文化など多彩な地域資源を活用した魅力づくりや高付加価値化、主要観光地からの周遊ルートの形成などに市町やDMO等と連携して取り組む。
	■主な施策
	 観光プロダクト開発プラットフォーム（HYPP）において、県内各地に設置したエリアパートナーとともに、地域の魅力向上に資する観光プロダクトの開発販売に向けた支援と磨き上げ等を行う。
	 HYPPで生まれたアイディアを具現化するため、資金支援を必要としている事業者に対してプロダクト開発のための補助金を交付するとともに、専門家による相談、伴走支援、観光大使による体験モニターを実施する。
	 地域の観光資源を生かし、本県でしか得られない価値を、歴史や文化、自然、産業などのテーマやストーリーで繋いだ周遊ルートの形成及び情報発信、販路拡大を実施する。【新規（宿泊税）】
	 主要観光地から周遊を促進し、滞在時間の延長等につなげるため、選定エリアにおいて市町等と連携して観光地の魅力向上に繋げるための計画を作成し、計画に基づく取組を支援する。【新規（宿泊税）】
	②　誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備　228,767千円
	（うち宿泊税129,835千円）
	目　的：県域全体で行うべき広域的な施策や将来の二次交通の充実化に向けた取組など、ソフト・ハード両面から受入環境の充実を図る。
	■主な施策
	 飲食店やホテルにおいて、ベジタリアン・ヴィーガンをはじめとした食の多様化に対応できるよう、研修会及びメニューの新規開発を支援する。
	 広島を訪れる観光客の満足度を高めるとともに、高齢者や外国人、障害者を含めたすべての観光客が楽しめる観光地を目指し、宿泊施設や観光施設等のユニバーサル化などを支援する。【新規・宿泊税】
	 キャッシュレス決済の導入など、観光施設・宿泊施設等のＤＸに資する施設整備を支援する。【新規（宿泊税）】
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士について、現在の対象言語を拡充し、ニーズに応じた通訳ガイドを育成する。
	【拡充（宿泊税）】
	 地域通訳案内士の稼働率を高めるため、活動に意欲があるものの、現場経験がなく活動をためらっている地域通訳案内士に向けて、OJTを中心とした研修の実施する。
	 【新規（宿泊税）】
	 広島の魅力を外国人観光客に伝えるため、神楽や日本酒など県内各地にある伝統文化・自然などの魅力や体験型コンテンツを案内できるガイドを育成【新規（宿泊税）】
	 今後の二次交通施策の立案に向けて、市町やバス・タクシー・レンタカー・フェリー等の交通事業者へのヒアリング調査等を実施する。【新規（宿泊税）】
	③　広島ファンづくり　　506,216千円　（うち宿泊税146,286千円）
	目　的：観光消費額の増加に向けて、マーケティングに基づき、観光客の増加や新たな市場を含む外国人観光客の更なる誘客に取り組む。
	■主な施策　［国内］
	 観光地としての広島県の認知・理解を高めるため、オウンドメディア（観光HP、SNS（Instagram、X）等）の運用やマスメディアとのタイアップ等により、旬の観光情報を効果的に発信する。
	 HITひろしま観光大使の活性化により、広島の観光情報の拡散を図る。
	 伸び悩む国内観光客の誘客に向けて、特に回復の遅れている近隣県・関西エリアからの誘客を図るため、来訪者の主な移動手段である自家用車や鉄道利用者をターゲットに、交通関連事業者及びオンライン旅行会社等と連携したプロモーションを実施する。【新規（宿泊税）】
	■主な施策　［海外］
	 重点市場における商談会や旅行博等の現地イベントへの出展、航空会社や海外オンライン旅行会社と連携したプロモーションを実施する。
	 関西、福岡及び首都圏からの流入率の増加に向けた、交通事業者（鉄道・航空）や県域を越えたDMOなど観光団体と連携したプロモーションを実施する。
	 口コミや訪問先のレビュー掲載を促すなど、インフルエンサーや在広外国人を対象としたFAMツアーを実施する。
	 訪日数の伸び率や広島への訪問率・日帰り率などが高い国を新規市場に位置付け、オンライン旅行会社と連携したプロモーションや現地イベントへの参画などのPR等を実施する。【新規（宿泊税）】
	④ ３つの柱を支える土台づくり　　205,887千円（うち宿泊税119,083千円）
	目　的：観光人材の育成・確保、経営改善への支援や、人流データを活用したマーケティングの強化などに取り組む。
	■主な施策
	 「広島県の観光客数の動向」や「広島県観光地点パラメータ調査」などの基礎調査を継続実施し、観光戦略や個別施策に必要なデータの収集と活用を促進する。
	 観光客の期待を超えた満足度の高いサービスを提供に向けて、宿泊・交通・飲食等の団体が主催するホスピタリティ研修に対して、経費の一部を支援する。
	【新規（宿泊税）】
	 頻発する災害へ備え、観光レジリエンスセミナーなどの事業継続に向けた研修の開催　【新規（宿泊税）】
	 市町や観光協会等のニーズを踏まえた観光客の人流データの入手・行動分析等を行い、市町等共有するとともに、観光客の誘客、県内周遊に向けた施策の立案・実施・検証に活用する。【新規（宿泊税）】
	⑤ 会員サービス　6,498千円
	目　的：観光関連情報を収集し、会員に共有するとともに連携を強化する。
	■主な施策
	 国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望する場合など、メールなどを利用した情報発信を行う。
	 市町や観光関係団体が主催する各種行事・会議等へ参加し、意見交換や情報交換を行う。
	 会員、観光関連団体が行う観光振興事業について、後援・協賛を通じて支援する。
	⑥ 管理費　217,２０１千円
	目　的：職員の個々の持てる力を最大現発揮できる職場環境に構築による組織力強化
	■主な施策
	 定型・定例業務へのRPA１の拡大、BPR２の実施とBPO３を検討する。
	 多くの職員が関与した職員採用を実施する。
	 「ミッショングレードに応じたオンライン研修、個々の職員がスキルアップを目指して取り組む任意研修を実施する。
	 アンケート等を通じた職場環境を改善する。
	 いよぎん広島ビルへ事務所を移転する。【新規】
	Robotic Process Automationの略で、ロボットによって業務を自動化できるシステムのこと。
	２ Business Process Re-engineeringの略で、業務プロセスを抜本的に見直し、再構築することで業務効率化や生産性の向上を目指す業務改革の手法のこと。
	３ Business Process Outsourcingの略で、業務プロセスの一部を、企画・設計から実施まで含めて外部に一括して委託すること。
	⑦ 協議会　11,710千円４　注）予算額は４つの柱の内数
	ア　広島県観光ボランティアガイド協議会　620千円（総事業費1,490千円）
	ボランティアガイド又は有償ガイドとして活動する２９団体、７９２名で構成される組織の事務局運営
	イ　DISCOVER　WEST連携協議会　5,000千円（総事業費30,000千円）
	中国５県とJR西日本が連携し、首都圏から西日本エリアへ東海道新幹線を活用した誘客施策を実施
	ウ　ひろしま雪山誘客促進協議会　7,300千円（総事業費13,000千円）
	スキー場を有する自治体と連携し、冬季誘客プロモーションやイベントを実施
	エ　広島県・島根県観光連盟協議会4,400５千円（総事業費8,900千円）
	広島・島根両県の相互誘客に向けたプロモーションを実施
	４ 予算額は４つの柱の内数である。
	５ 広島県・島根県観光連盟協議会への負担金は、広島県が負担しているため、予算額に含まない。
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	1. 現5カ年戦略（2021年度～2025年度）
	（１）令和7年度の広島県観光の目標及び目指す姿
	 広島県の定める「安心・誇り・挑戦ひろしまビジョン」及び「ひろしま観光立県推進基本計画」において、令和7年度の観光における目標並びに目指す姿が掲げられている。HITでは、この目標及び目座す姿を達成すべく、「現５カ年戦略（2021年度～2025年度）」に取り組んできた。
	（２）基本戦略
	①　ミッション：団体戦でリピータブルな観光を実現する
	②　戦略の2本柱：「品揃えを増やす」「ファンを増やす」
	ア　戦略1：品揃えを増やす
	 これまでは、2つの世界遺産など限られたメジャーなコンテンツに集客を頼っていたが、観光客の満足度を高めるためには、観光客の数だけ存在する多様なニーズに対して、多様な品揃えでこたえる必要がある。
	 このため、「100万人が集まるコンテンツを1ヶ所整備するのではなく、1万人が集まるコンテンツを100ヶ所整備する」という考えのもと、ロングテールな観光地づくりに取り組んだ。
	イ　戦略2：ファンを増やす
	 従来型のプロモーションでは、一時的には認知度・関心が高まるが、その後下落する「ペンシル型」の構造になりがちであった。
	 このため、広島に好感・愛着を持つ「ファン」を生み、かつファンの愛着度を引き上げることで、広島ファンを持続的に増やす仕組みづくりに取り組んだ。
	（３）目標値と結果
	 令和2年に発生した新型コロナウイルス感染症により、総観光客数や宿泊客数が大幅に減少した。しかしながら、感染症法上の取り扱いが5類に引き下げられた令和5年5月以降、観光客は回復の一途をたどった。また、G7広島サミット（令和5年）、大阪・関西万博（令和7年）、第20回世界バラ会議福山大会2025（令和7年）等の大型イベントの開催が後押しとなり、外国人観光客を中心に順調な伸びとなった。一方、大阪・関西万博の効果は限定的であった。
	 「現5ヵ年戦略（2021年度～2025年度）」における令和7年（2025年）の目標値及び結果（着地見込み）を以下に掲げる。
	出典：広島県観光客数の動向、広島県観光客・宿泊客モニタリング月報、
	「宿泊旅行統計調査」（観光庁）

	「安心・誇り・挑戦ひろしまビジョン」（令和3年度～令和12年度）
	▸ 観光消費額8,000億円
	「ひろしま観光立県推進基本計画」（令和5年度～令和9年度）
	▸ 広島を訪れる皆様が広島を好きになり、「他の人におすすめしたい」と思っていただける観光地となっている
	▸ 環境変化に強い観光産業へ、そして県民一人一人が観光を支える一員となる
	2. 令和7年度全体総括
	（１）取組の成果
	①　観光消費額、過去最高を更新見込み
	 令和7年の総観光客数は令和6年を下回り、約6,344万人となる見込みである。一方、総宿泊者数は好調な外国人宿泊者が全体を押し上げ令和元年を上回るものの、前年（令和6年）をやや下回る約1,170万人泊となる見込みである。観光消費額については、HITの各種施策成果に加え、円安や物価上昇の影響もあり、約6,000億円と過去最高を更新する見込みである。
	②　観光プロダクトの開発と新たな仲間の参画
	 観光プロダクト開発プラットフォーム「HYPP1F 」における各種支援メニューを通じ、170件の観光プロダクトを造成中であり、販売が開始されたものは7件である。また、観光プロダクトのOTA等への登録数はそのうち57件となった。そして、前年度に引き続き、旅行会社等に向けた商談会を開催し、販路開拓を推進した。さらに、開発された観光プロダクトを点から線、面へと広げることを目指し、呉市・尾道市において、二次交通整備、散策時MAP・ガイドブック等の制作、インバウンド向けバスツアーの催行などを行った。
	③　広島県地域通訳案内士の育成・フォローアップ、ユニバーサルツーリズムの推進
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士については、育成研修の合格者数が41名となった。また、登録者数（育成数）は33名で、令和7年度までの累計が386名となり、目標（300名）を上回った。このほか、フォローアップ研修（延べ106人が参加）、観光関連事業者とのマッチングイベント、OJTによるスキル習得などに取り組んだ。
	 鞆の浦（福山市）において、ユニバーサルツーリズム推進のための体制づくり・現地調査や意見交換など、地元関係者と連携した取組を開始した。
	④　広島ファンの増加と地域周遊の促進
	 「Dive! Hiroshima」のPV数2F は対前年99％、UU数3F は同93％と減少となった一方、SNSのフォロワー数はInstagramが同118％、X（旧Twitter）が同110％と増加した。このほか、マスメディアを通した効果的な情報発信に努めた。その結果、SNSでの表示回数は約9,906万回となった。
	 「HITひろしま観光大使」の登録者数が31,757人となり、広島に愛着を持つファンによる発信力が強化された。また、Instagramにおける「＃HITひろしま観光大使」の投稿数（2020年4月からの累計）は約20.4万件、今年度の「＃HITひろしま観光大使」の新規投稿数は約20,000件となった。さらに、ひろしま観光アプリ「KINSAI」の登録者数は39,845人、今年度の新規登録者数は5,769人となったほか、チェックイン機能を活用したスタンプラリーキャンペーンの実施など観光客の県内周遊を促...
	⑤　パートナーとの協働、周遊促進、誘客促進
	 事業者などのパートナーとHITとの連携強化策として、法人CRMプラットフォーム（HubSpot4F ）を導入し、734件の登録を行った。また、主要観光施設へのOTA5F 導入を推進し、公共施設を含む15施設・体験が新たに登録された。さらに観光素材集「旅の素」を制作し、新たな観光資源を中心に情報提供を行った。
	⑥　外国人宿泊者数、過去最高を更新―戦略的プロモーションの成果
	 重点地域でのプロモーションを実施したほか、航空会社、JR西日本、OTAなどと連携し、広島県への短期的／中長期的な誘客につながる情報発信を効果的に実施した。これらの取組により、令和7年の県内の外国人宿泊者数は約212万人泊（速報値）となり、過去最高を記録した。 また、在広外国人等のリアルイベント参加、Facebookへの記事投稿等を行った結果、Facebookコミュニティ登録者数が約44,010人となった。
	⑦　DMP6F リニューアルに伴うデータ活用の推進、外部連携の強化
	 観光基礎データ（観光消費額、観光客数、観光客満足度など）に関する観光統計調査を継続的に実施し、「Dive! Hiroshima」にて可視化した。また、HIT内外でデータ活用に向けた勉強会を実施し広島県の観光状況の共有を進めるとともに、人流データの取得・分析などで外部組織（NTTドコモビジネス）との連携を強化した。
	⑧　組織基盤の強化と職場環境の整備
	 職員の配置計画に基づき採用活動を行い、必要な人員を確保した。また、全職員が採用プロセスに関与するスキームを策定し、人材育成にも寄与した。さらに、事務所移転に伴う事務手続き等を着実に実行した。
	（２）課題
	①　各プラットフォームの連携と実効性の向上が必要
	 観光プロダクトの創出を支える「HYPP」、自走的な情報発信を促す「HITひろしま観光大使」、事業者と観光客をつなぐひろしま観光アプリ「KINSAI」の運用など、各プラットフォームの仕組みは整備されてきた。その一方で、これらの連携が不十分であるため、有機的な連携を図り、観光客の来訪につながる実効性のある施策へと発展させる必要がある。
	②　観光客の行動を後押しする情報や環境整備の不足
	 観光客の満足度向上を目指し、多様化するニーズに対応した多種多彩な観光プロダクトの開発や、ユニバーサルツーリズム推進など誰もが快適に過ごせる受入環境の整備に取り組んでいる。しかし、こうした情報を観光客の欲しいタイミングや知りたい切り口で提供する編集的観点や仕組みが十分に整っていないことに加え、観光地の環境整備に向けた課題も多い。その結果、観光客の広島観光への行動を後押しできず、来訪や周遊の機会を逃している可能性がある。
	③　組織内連携の不足による共感を生む働きかけが不十分
	 HITの事業部間の連携を図り、またセールスツール「HubSpot」を導入することで、業務の重複解消やパートナー等への効率的なアポイントを推進しているものの、まだ不十分であり、共感する事業者やパートナーを広げにくい状況となっている。今後も引き続き、事業部間の連携を強化し、情報を一元化することで、HITの戦略や取組みの全体像を伝え、県域一体となって観光振興を推進する「団体戦」の体制を構築する必要がある。

	1. 魅力づくり
	（１）目的
	 多様な観光客のニーズに対し多様な品揃えで応え、広島を訪れる観光客に期待値を超える満足を提供する。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　観光プロダクト開発プラットフォームの運用
	 観光プロダクト開発プラットフォーム（HYPP）において、専門家や、県内各地に配置したエリアパートナー、今年度より事業の進行管理を行うため設置したプロダクト造成管理チームにより、次の取組を実施し、新たなプロダクト開発事業者の発掘に加え、プロダクト開発を支援する機能の充実・強化を図った。
	- 事業者交流イベントの開催（HYPP Café）
	- プロダクト開発ワークショップの開催
	- プロダクト開発のための知識の習得に向けたリレーセミナーの開催
	 この他、専門家による伴走支援、観光プロダクト開発促進補助金による支援、OTA登録支援のほか、クルーズ船・旅行会社等のニーズに応じたプロダクト開発を行った。
	≪専門家≫
	≪エリアパートナー≫
	 県内各地に配置されたエリアパートナーが開催した「HYPP Café」を通じ、新たな事業者を発掘するとともに、事業者同士の交流による意欲向上を促進した。また、ワークショップへの参加により、新たなプロダクトの造成が進んだ。
	≪HYPP Café開催実績≫
	イ　観光プロダクト開発促進補助金
	 HYPPで生まれた商品アイデア等の具現化を後押しするため、資金支援を必要としている事業者にプロダクト開発のための補助金を交付した。
	 補助金交付にあたっては、専門家による事前相談、伴走支援、HITひろしま観光大使による体験モニターを実施し、プロダクトの企画段階からHITひろしま観光大使等の意見や評価を開発に反映させるなど、カスタマーニーズを踏まえたプロダクト造成につなげた。
	≪採択一覧 – 一次募集≫
	≪採択一覧 – 二次募集≫
	ウ　テーマ・エリア別プロダクトの開発
	 広島ならではの観光資源を活かし付加価値の高いプロダクトの開発に取り組んだ。また、「食」に関連するプロダクトには、「おいしい！広島プロジェクト7F 」と連動したプロモーションにより認知度向上を図った。
	 広島市に来られる観光客の周遊促進を図るため、呉及び尾道地域への観光を喚起するバスツアーやガイドブック・マップ制作などの取組を試験的に始めた。
	エ　その他の取組
	 県内の観光事業者と旅行業者、ホテル等との交流・販路拡大を深めるため、「広島観光商品展示商談会」を令和8年2月25日に広島産業会館で開催した（出展者64、来場者406人）。
	 広島の未来を共に創る担い手を増やし、地域イノベーションを促進するため、県内の企業、行政、NPO、HIT職員が参加する「つなげる30」の取組を実施した。本事業では、解決すべき社会課題（自己実現ができる会社、社会づくり、生きづらさを解決するためのサードプレイスづくりなど）を設定し、約30人の協働により、当事者として対応できる人材育成を行った。
	②　取組の成果
	 各種取組を通じて、現時点で170件の観光プロダクトが造成中で、販売が開始されたものは７件となっている。
	 観光プロダクトのOTA等への登録数は、現時点で５７件となっており、年度末には目標100件を達成する見込みである。
	③　次年度に向けた課題
	 専門家による伴走支援やワークショップについては、事業者がプロダクト造成の手法を習得するうえで効果が高く今後も効率的に行えるよう、実施方法を検討する必要がある。
	 体験モニターの実施など、事業者の体制を整える段階までに至らないので、目標達成に向けて取組を開始する意欲ある事業者を確保する必要がある。
	 観光プロダクト開発促進補助金については、例年より早く4月から募集し、7月には造成を開始したことから、例年より早いペースで造成が進みつつある。今後も、このようなスケジュール感での取組が求められる。
	 これまでのプロダクト開発により、県内各地で様々なプロダクトが生まれつつあるものの、各事業者による「点」の取組にとどまっている。また、観光客の満足度をさらに高めるため、今年度から、呉市・尾道市のエリアを「線」「面」で観光客が訪れることができるよう、バスツアーの造成や商店街の活性化につながる取組、散策できるマップの作製などに取り組み始めたものの、道半ばの状態である。

	2. 受入環境整備
	（１）目的
	 観光客にストレスフリーな旅行環境を提供することにより、広島を訪れることによる観光客の満足度を高め、「もう一度来たい」と思う観光客を数多く生み出す。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　広島県地域通訳案内士の育成・フォローアップ
	 外国人観光客の満足度向上や県内周遊促進の担い手となる広島県地域通訳案内士について、質の高い通訳ガイドの養成に向けた育成研修を実施した。また、実践的なガイドスキルや稼働率の向上に向けたフォローアップ研修、観光関連事業者等とのマッチングイベント、OJTによるスキル習得の取組を行った。加えて、ひろし・みやこ同盟9F の一環として、通訳ガイドを接点とした広島-京都間の相互誘客を目的とした広島県と京都市の地域通訳案内士の交流企画を実施した。
	イ　多様な観光客の需要に対応する取組
	 障がいのある方の旅行を支援するため、昨年度ユニバーサルツーリズムの特設サイトを開設し、対応施設の情報や、車いすで巡る観光モデルコースの紹介動画などを掲載しており、今年度は、観光施設の情報の充実を図った。
	 また、鞆の浦（福山市）において、ユニバーサルツーリズムを推進する体制づくりや、まち歩きマップの制作、宿泊施設における入浴介助支援などの取組を、障がい者の方の参加を得て開始した。
	②　取組の成果
	 地域通訳案内士は、育成研修の合格者数が41名となった。また、登録者数（育成数）は38名で、令和7年度までの累計が382名となり、目標（300名）を上回った。
	 地域通訳案内士の稼働向上を図るため、フォローアップ研修（延べ138名が参加）を行うとともに、はじめてガイドを行う方等を対象に、先輩ガイドとの交流や、クルーズターミナルに訪れる外国人に対するガイドツアーへの同行（8回39名参加）等を実施した。
	 Dive! Hiroshimaにユニバーサルツーリズムの特設サイトを開設しており、今年度は観光スポットの掲載を充実させた。
	- 　URL：「安心して楽しめるひろしまの旅にでかけよう！」
	（https://dive-hiroshima.com/special/hiroshima-universaltourism/）
	 鞆の浦（福山市）でユニバーサルツーリズムの取組を始める機運が高まり、地元の住民と連携した体制づくりを進めた。
	③　次年度に向けた課題
	 地域通訳案内士の稼働率向上に向けた取組を、引き続き進める必要がある（目標６割、令和7年実績56％）。
	 外国人観光客の増加等を踏まえたユニバーサルツーリズムの取組として、ベジタリアン対応の飲食店や障害者・高齢者、乳幼児連れ等に配慮した施設の情報量を増やし一元的に発信する仕組み等を導入し、多様な観光客がストレスなく観光できる受入環境整備を整える必要がある。

	3. 広島ファンの増加（国内：メディアプロデュース）
	（１）目的
	 広島に愛着を持つファンが持続的に積み上がる仕組みを構築し、ファンを通じて他者認知（口コミによる拡散）や、周遊及び再来訪を促進する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　旬の情報発信やキャンペーンによる来訪・周遊促進
	 観光地としての広島県の認知・理解を高めるため、オウンドメディア（Dive! Hiroshima、SNS（Instagram、Ⅹ）等）の運用やマスメディアとのタイアップ、「おいしい！広島プロジェクト」や「ひろしま国際建築祭2025」等の大型イベントと連携したコンテンツ（特集・モデルコース）作成により、旬の観光情報を効果的に発信した。また事業部横断の「編集会議」を設置し、組織として一貫性のある発信を行った。
	≪Dive! Hiroshima≫※令和8年2月28日時点
	≪SNS≫※令和8年2月28日時点
	≪マスメディア≫
	 広島県観光アシスタント「広島きんさいと」を新たに2名選出し、各地のイベント等に派遣し、広報活動を行った。
	イ　県域のCRMプラットフォーム（ひろしま観光アプリ「KINSAI」）の開発と運用
	 令和7年6月に多言語（英語・繁体字中国語）翻訳機能をリリースした。これにより、英語・繁体字中国語ユーザーにもHIT及び観光大使をはじめとした県内ユーザーからの情報が届けられるようになった。
	 令和8年2月にユーザーの利便性向上のため、観光大使に質問依頼が届く回答リクエスト機能、質問者から回答者にお礼を送ることができるベストアンサー機能、スタンプラリー達成時に即時にアプリ上で告知する機能などをリリースした。
	 新機能の開発に加え、ユーザー活性化に向けたメールマガジン・ユーザー抽選などの運用や、Webマーケティング、サンフレッチェ広島との協業などを通じて、登録者の募集活動に取り組んだ。
	 KINSAIのチェックイン機能を活用した周遊促進として、複数のスタンプラリーキャンペーンを実施した。
	ウ　HITひろしま観光大使の登録促進と活動機会の創出
	 各種イベントにおける募集活動や、企業や学校等を通じた団体登録促進の取組を実施した。
	 登録を促進するための、登録フォーム並びに運用フローの見直しを実施。ユーザーがより登録しやすく、なお且つ管理業務効率化やWeb3技術の活用を見越したDB管理を行うべく、新たな運用フローを検証。現状DBのクレンジング業務も並行して実施している。
	 県内小学校（牛田新町小学校、吉島東小学校など）の総合学習と連携した、こども目線で観光を考えるプロジェクト「#がっこうでかんこう」を実施。学校側のニーズである①学びによる地域貢献②活動の可視化 を満たせるようパッケージ化。(A：オリジナル授業B：名刺・任命状授与のみ)広島県の新たな魅力発掘やオーバーツーリズム問題などの学習を通じてシビックプライド醸成に繋げた。また、HP掲載や各種メディア連携を図ることで、HITひろしま観光大使に関する情報を効率的に発信した。
	 新規登録促進及び既存大使の活動量UPを目的とした連動施策を実施。Instagramでの#投稿キャンペーンに参加したユーザーへ、アンバサダーの活動を讃えるイベント（HIT AWARD ２０２５）の周知を実施。またキャンペーン入賞者に対しては同イベント内で表彰するなど、一貫したコミュニケーションで、新規登録から活動量UPを促すための連動施策を企画・検証した。
	 HITひろしま観光大使の認知度向上と親近感の醸成を図るため、HITひろしま観光大使のシンボルである「ひろくま」が、各種イベントやSNS公式アカウント（総フォロワー：10万人突破）等で広報活動を行ったほか、広島県が行う「おいしい！広島」との連携事業として、広島の様々なグルメが描かれた「ひろくま切手」を販売した。
	他42件
	 おそらく”世界初”と考えられる人型映像のAI観光大使をNTTドコモビジネスが開発し、宮島口の観光施設etto にて多言語観光案内の実証実験を実施した。
	 オウンドメディアを中心とした発信であるため、情報の受け取り手が限定的である。
	 KINSAI独自開発及び利用拡大への費用/人的リソースが共にひっ迫。改善・拡張のスピードが追い付かず、利用者利便性が向上せず。
	 HITひろしま観光大使の周知が不足しており、登録者数が伸びていな。また、大使に求めることや制度の設計が不明確であるため、登録した大使の活動も限定的である。

	4. 広島ファンの増加（国内：セールス）
	（１）目的
	 広島県全体の観光振興につながる「団体戦」の体制を構築し、広島県の観光地としての認知度向上などに資するパートナーとの協働を推進する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　「団体戦」体制の構築に向けた基礎作り
	パートナーと連携した企画の進捗状況を可視化し、協議などから得た知見を蓄積・一元管理するため、法人CRMプラットフォーム（HubSpot）の利用を開始し、市町や事業者等のパートナーとの信頼関係に基づく協働が推進できる体制を構築している。
	イ　周遊促進に向けたOTA登録の推進
	 複数のOTAと連携し、15の観光施設のOTAへの登録を推進することにより、広島県内の周遊促進につなげるための協働を行っている。
	 Dive! HiroshimaなどHITのオウンドメディアに掲載している観光情報について、観光客の興味関心を高め、県内周遊につながるようリバイスを進めるなど、パートナーなどへの個別訪問での説明を通じて情報拡充を図っている。
	ウ　地域の観光素材を活用した誘客促進
	県内市町などが有する観光資源やＨＹＰＰで造成した観光コンテンツの情報を集約し、BtoBプロモーションに活用する観光素材集「旅の素」を制作し、旅行会社との商談会などで情報提供を行い、旅行商品造成への働きかけを実施している。
	 HIT内での円滑な情報共有を通じて、「オール広島」での観光振興の基盤整備を促進した。
	 観光地としての広島県の魅力を訴求するために、パートナーなどが実施する取組とHITの施策を連動させ、広島県全体としてより効果的な観光振興につなげる必要がある。
	 広島県への誘客促進のため、オウンドメディアの情報拡充やOTAに登録されている広島県内の観光施設や体験型コンテンツを更に増やしていく必要がある。また、広島の観光地としての魅力発信や予約・来訪に伴う口コミなどについて、OTA上での情報の充実が不十分な状況である。
	 関連団体との連携による誘客促進を引き続き強化する必要がある。

	5.  広島ファンの増加（海外：セールス）
	（１）目的
	 重点市場と位置付けている香港、シンガポールなどからの誘客拡大に向け、「日本に来たら必ず行くべき観光地」としての認知を拡大し、令和7年に外国人宿泊者数320万人泊を達成する。
	（２）令和７年度事業報告
	ア　航空会社、JR等との連携施策による周遊促進
	 航空会社と連携し、個人旅行客に向け、発地－羽田・成田空港－広島空港間の航空券の割引キャンペーンを実施している。また、団体旅行向けとして、宿泊と航空券をセットにした商品を旅行会社経由で販売している。さらに、将来的な来訪増に向けて、各連携事業体のウェブサイトに広島特集ページ等を設置し、訪日関心層等に向けた広島の認知向上にも取組んでいる。
	 広島空港直行便を活用した来訪増に向け、航空会社及び広島空港振興協議会と連携し、オンライン広告等の取組を強化している。
	 JR西日本及びJR東海と連携し、JR周遊パスチケットや個札チケット、アクティビティの販売力があるOTA（オンライン旅行会社）のKlookにおいて、広島県のコンテンツをJRチケットと組み合わせて販売することで、関西・福岡・首都圏からの誘客及び県内周遊を進めている。
	イ　ＯＴＡ（オンライン旅行会社）を活用した誘客促進と情報発信
	 欧米豪の旅行者の利用率の高いOTAと連携し、各連携事業体のウェブサイトに広島特集ページ等を設置し、東京、京都に関心のある層を主なターゲットとした特集ページに誘導する広告を実施することで、広島への誘客促進を図っている。特に、日帰りで訪問可能な2つの世界遺産に加え、各市場の嗜好に合わせた県内各地の魅力（ドライブ周遊、ご当地グルメなど）を発信し、宿泊増につながる取組みを実施した。
	 アジア、北米エリア等において、JR周遊パスチケットや個札チケット、アクティビティの販売力があるOTA（オンライン旅行会社）のKlookと連携し、JRチケットと組み合わせたエリア周遊商品14F の「Klook PASS HIROSHIMA」を販売し、関西・福岡・首都圏からの誘客及び県内周遊を進めている。「Klook PASS HIROSHIMA」は、エリア周遊パス商品としては、東京に次ぐ売り上げとなっている。
	ウ　在広、在日外国人による口コミ施策の展開
	 BtoC向け旅行博に出展し、広島県の魅力発信やHITひろしま観光大使のシンボルである「ひろくま」を活用したプロモーションを実施した。
	 BtoC向け旅行博に出展し、広島県の魅力発信を行うとともに、ニーズの把握など市場調査を実施している。
	 BtoB向け旅行博に出展し、現地旅行会社との商談などにより広島への来訪ルートを組み込んだ旅行商品造成を協議。
	 航空会社（チャイナエアライン）、広島空港振興協議会と連携してBtoC向け旅行博に出展し、４月からより台湾の方が利用しやすいダイヤとなった広島－台北便を活用した広島旅行の情報発信を行った。
	 広島情報の発信や、メンバー同士の情報交換の場として、台湾・香港・シンガポール向けのSNSコミュニティを運営し、広島ファンの拡大を図っている。
	 SNSなどで発信力を持つ海外インフルエンサー（KOL15F ）、海外旅行会社、新聞社、雑誌社を対象にFAMトリップを実施し、観光地としての広島の認知拡大、広島ファンづくりを行っている。
	 Klookが主催するイベント「Kreatorverse（クリエイターバース）２０２５」を広島に誘致し、情報発信力の高いインフルエンサー１２0名以上が世界15か国から来広した。インフルエンサーは、県内各地を巡り、平和文化や世界遺産、瀬戸内の自然や食などを体験・取材し、その様子をSNSで発信することにより、若い世代へ広島の認知拡大、広島ファンづくりやOTAを通じた旅行予約を促進した。
	 関西・福岡・首都圏からの誘客を図るため、関係団体との連携を強化する必要がある。
	 ２つの世界遺産以外のエリアへの周遊促進や宿泊増に向け、２つの世界遺産プラス１の情報発信の取組みを強化していく必要がある。
	 プロモーションだけに依らず、口コミ等の拡散により外国人旅行客を増やしていく持続的・自走的な情報拡散へとつなげる取組みが必要である。

	6. マーケティング
	（１）目的
	 観光に関するデジタルデータの分析等を通じて、多様化する観光客のニーズや観光を取り巻く環境変化を把握し、観光施策に反映する。
	 得られたデータをパートナーと共有し、県域において一体的に観光施策を実施するための仕組みを構築して、リピータブルな観光地づくりにつなげる。
	（２）令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　戦略・施策へのデータ活用
	 「ひろしま観光立県推進基本計画」等において指標となっている観光消費額、観光客数、観光客満足度等の観光基礎データに関する観光統計調査を実施した。収集した基礎データはひろしま公式観光サイト「Dive! Hiroshima」の統計ページにDMPを整備し、可視化・公開した。
	≪観光統計調査の実施実績≫
	 事業進捗を確認し、改善へと繋げるため、毎週HIT内で可視化した週次データを用い、モニタリング会議を実施した。
	 データの活用を進めるため、観光統計調査では把握しにくい消費行動データ等の収集に向けて、ビッグデータを有する企業（株式会社リクルート、株式会社NTTドコモ）と連携協定を締結している。ドコモとは、KINSAIアプリで対象店舗にQRチェックインをすると特典が得られる「おトクにはしご酒」キャンペーンの実施で連携した。  リクルートからは、じゃらんの宿泊・遊び体験の予約等のデータやキャッシュレス決済データをダッシュボードで提供してもらい、データ分析に基づくセールス事業部の施策に役立てている。
	 本年度は新たにNTTドコモビジネス・早稲田大学との協働で、ビッグデータを活用した分析を通じて、マーケティングに活かす実証実験を開始し、インバウンド観光客を対象にした人流分析・ソーシャル分析を実施の他、国内観光客を対象として人流分析、ひろしま観光大使のSNS投稿と活動分析を継続している。また宮島口の観光施設etto にて、AIを搭載した人型映像「デジタルヒューマン」を用いた多言語観光案内を試行的に行った。
	 実務に活かせるデータ活用方法の浸透を目指し、従来実施している市町等向け勉強会を6回開催した。
	≪市町等を対象にした勉強会の実施実績≫
	イ　外部連携推進
	 リクルート・NTTドコモ・NTTドコモビジネス×早稲田大学との連携に加えて、京都市観光協会（DMO KYOTO）とのガイド研修事業を継続するほか、安田女子大学とは、観光課題解決に向けた取組の検討を継続している。
	②　取組の成果
	ア　戦略・施策へのデータ活用
	 観光統計の調査やデータ収集を計画通り実施し、収集したデータをDMPで公開することで、広島県の状況を客観的に把握することにつなげた。
	 市町や観光協会・地域DMOに対しては、データの活用に向けて外部講師や県内DMOの活用事例、分析事例を交えながら勉強会を開催したほか、随時寄せられる統計・データに関する問合せへの対応を行った。
	イ　外部連携の推進
	 NTTドコモビジネスとの連携を通じ、AIを搭載した人型映像「デジタルヒューマン」を用いた多言語観光案内を試行し、将来的な可能性を確認することができた。また、国内観光客を対象とする人流分析、ひろしま観光大使のSNS投稿と活動分析を継続実施している。さらに、来年度以降の施策形成を見据え、インバウンド観光客を主な対象とする人流分析・ソーシャル分析を行い、市町訪問を通じてデータの共有や意見交換を行っている。
	③　次年度に向けた課題
	 効果的な施策の立案、実施・効果検証のため、より多様なデータを確保する必要がある。また、データの解釈や読み取り方を深化させていくことに加え、HIT内に限らず、市町・観光協会・DMOや観光関連事業者における更なるデータ活用を促進する必要がある。
	 外部連携については、これまでの取組を総括し、連携効果を検証する必要がある。
	 市町や観光協会等関係各所と連携を強化するとともに、広島県の総合計画やひろしま観光立県推進基本計画の改定状況等を踏まえながら、次期５カ年戦略を策定・推進する必要がある。

	7. 会員サービス
	（１） 目的
	 観光関連情報を収集し、会員に共有するとともに連携を強化
	（２） 令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　会員への情報提供
	 国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望する情報等について、会員宛のメールを通じて随時情報提供した。
	イ　観光関連団体等の主催する会議への出席
	 市町及び観光関係団体が行う会議等に参加し、意見交換や情報交換を行い、連携して観光振興に取り組んだ。
	ウ　観光事業等の後援・協賛
	 観光関係団体が行うイベント等の観光振興事業について、後援・協賛を通じて支援した。
	②　取組の成果
	 HITと会員の取組内容等を相互に共有することで、オール広島での観光振興に向けた機運を醸成した。
	③　次年度に向けた課題
	 会員数の維持・増加に向け、会員サービスの向上が必要である。

	8. 管理費
	（１） 目的
	 個々の持てる力を最大限発揮できる職場環境の構築により、HIT全体の組織力を強化する。
	（２） 令和７年度事業報告
	①　取組内容
	ア　新たな人事制度
	 各職員に求められる役割を明確にした「ミッショングレード」の設定とミッショングレードに連動した評価制度などの運用を、引き続き実施している。
	 職員のスキルアップや組織としての成長を図るため、研修を引き続き実施するとともに、新たにHITミッション・バリューの浸透やAIの動向と活用をテーマとした研修を実施した。
	イ　中長期でHITを支える人材確保
	 人事異動に左右されないナレッジの蓄積に向けて、また、宿泊税を活用した施策の業務量増に対応するため、採用計画を策定し、採用活動を実施した。
	 採用活動の一環として導入しているビジネスSNSへ、全メンバーによるストーリーを掲載した。
	ウ　本来業務への傾注に向けた時間創出
	 昨年度改善したマニュアル等に基づき、新規採用職員への研修を行い、早期の業務理解度の促進を図っている。
	 管理部門の定型・定例業務を対象にBPR16F を実施し、導き出された改善提案を基に翌年度以降の業務改善を検討する。
	エ　働きやすい職場づくり
	 アンケート調査を実施し、職員が抱く不安やニーズを洗い出し、改善策を実施した（定例ミーティングや面談を活用したフィードバック機会の提供、オンライン・オフラインを併用したコミュニケーションの活性化、職員・マネジメント層への研修等）。
	 事務所の退去期限が1年後に迫る中、令和8年度中の移転可能な物件の選定を進めるとともに、移転の準備に着手した。
	②　取組の成果
	 職員の配置計画に基づき採用活動を行い、必要な人員を確保した。
	 全職員が採用プロセスに関与するスキームを策定し、人材育成にも寄与した。
	 事務所移転に向け、現在の面積と同規模の移転先を決定し、物件の所要者と合意した。
	③　次年度に向けた課題
	 採用活動や人材育成、各種事務の標準化・体系化などを含め、引き続き組織力を強化するための取組を継続する必要がある。
	 定型・定例業務へのデジタルツールの活用拡大など、事務作業の簡素化を中心とした時間創出に取り組む必要がある。
	 新事務所への移転等を含め、より良い職場環境づくりに向け、引き続きメンバーのニーズを定期的に聴取し、改善策を実行する必要がある。

	9. 理事会・総会の開催状況
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